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●
教
員
の
資
質
向
上
に
係
わ
る

改
革
の
方
向
性

―
教
員
免
許
制
度
の
改
革
―

平
成
24
年
８
月
28
日
、
中
教
審

は
「
教
職
生
活
の
全
体
を
通
じ
た

教
員
の
資
質
向
上
の
総
合
的
な
向

上
策
に
つ
い
て
」（
答
申
）
を
文

部
科
学
大
臣
に
答
申
し
た
。
本
稿

で
は
教
員
免
許
状
制
度
改
革
の
方

向
性
の
部
分
に
つ
い
て
の
み
、
以

下
そ
の
概
況
を
報
告
す
る
。
併
せ

て
、
審
議
の
ま
と
め
に
対
し
全
連

退
の
提
出
し
た
意
見
の
一
部
分
を

記
載
す
る
。

審
議
の
ま
と
め
で
は
、
社
会
の

急
激
な
変
化
に
対
応
し
た
「
学
び

続
け
る
教
員
像
」
の
確
立
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
し
、
教
員
免
許
状

が
真
に
教
員
を
志
望
す
る
者
に
授

与
さ
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
を
検
討

す
る
と
し
て
い
る
。
改
革
の
方
向

性
と
し
て
「
教
員
養
成
を
修
士
レ

ベ
ル
化
し
、
教
員
を
高
度
専
門
職

業
人
と
し
て
明
確
に
位
置
付
け

る
」
と
謳
い
、
現
行
の
教
員
免
許

制
度
に
代
わ
る
「
一
般
免
許
状
」

「
基
礎
免
許
状
」「
専
門
免
許
状
」

（
い
ず
れ
も
仮
称
）
の
創
設
を
提

言
し
て
い
る
。

!

教
員
免
許
制
度
の
改
革
の
方

向
性

○
「
基
礎
免
許
状
」
は
、
学
士
課

程
修
了
レ
ベ
ル
と
し
、
教
職
へ
の

使
命
感
、
教
科
に
関
す
る
専
門
的

な
知
識
・
技
能
、
教
職
に
関
す
る

基
礎
的
な
知
識
・
技
能
を
保
証
す

る
。

○
「
一
般
免
許
状
」
は
、
学
部
４

年
に
加
え
、
１
〜
２
年
程
度
の
修

士
レ
ベ
ル
の
課
程
で
の
学
修
を
標

準
と
し
、
探
究
力
、
学
び
続
け
る

力
、
教
科
や
教
職
に
関
す
る
高
度

な
専
門
的
知
識
、
新
た
な
学
び
を

展
開
で
き
る
実
践
的
指
導
力
等
を

保
証
す
る
。

○
「
専
門
免
許
状
」
は
、
特
定
分

野
に
関
し
、
実
践
の
積
み
重
ね
に

よ
る
更
な
る
探
究
に
よ
り
、
高
い

専
門
性
を
身
に
付
け
た
こ
と
を
証

明
す
る
。

"

「
基
礎
免
許
状
」
取
得
者
が
、

「
一
般
免
許
状
」
を
取
得
す
る
段

階
に
つ
い
て

採
用
と
の
関
係
か
ら
３
つ
の

類
型
に
整
理
し
て
い
る
。

①
「
一
般
免
許
状
」
取
得
後
に
教

員
と
し
て
採
用
。

②
採
用
後
の
初
任
者
研
修
と
連
携

し
た
修
士
レ
ベ
ル
の
課
程
の
修

了
に
よ
り
取
得
。

③
採
用
後
一
定
期
間
の
う
ち
に
修

士
レ
ベ
ル
課
程
等
で
の
学
修
に

よ
り
取
得
。

#

改
善
を
進
め
る
た
め
の
留
意

事
項
。

①
教
員
に
優
れ
た
人
材
が
得
ら
れ

る
よ
う
、
教
員
給
与
等
の
処
遇
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《
中
教
審
報
告
》

当
面
す
る
二
つ
の

課
題
に
つ
い
て

（
教
員
免
許
更
新
制
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
）

専
門
免
許

・大学院レベルでの教育

・国が実施する研修

・教委と大学との連携による研修

一
般
免
許

基
礎
免
許

学 校 経 営
生 徒 指 導
教 科 指 導
特別支援等

一定の経験年数を有する教員

教　　職　　実　　践　　演　　習

学士課程修了レベル（４年）

修士レベルの課程での学修（１～２年）

教員採用後
一定期間の経験

教員採用直後
初任者研修と連携

社
会
人
等
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の
在
り
方
の
検
討
や
、
教
職
員

配
置
な
ど
教
育
条
件
の
整
備
。

②
教
員
研
修
の
効
果
的
な
取
り
組

み
を
推
進
す
る
た
め
の
研
修
等

定
数
の
改
善
、
効
果
的
な
活
用

等
の
支
援
。

《
審
議
の
ま
と
め
に
対
す
る
全
連
退

の
意
見
》

!

学
部
に
お
け
る
教
員
養
成
の

充
実

・
学
校
の
実
態
を
理
解
し
た
上
で

「
学
習
科
学
」
や
「
教
科
内
容

構
成
」
等
の
研
究
、
教
授
の
一

層
の
工
夫
・
改
善
を
図
り
、
確

か
な
実
践
的
指
導
力
を
養
う
こ

と
。

・
授
業
ス
キ
ル
と
と
も
に
、
そ
の

学
問
的
な
研
究
手
法
や
深
め
方

に
つ
い
て
の
ゼ
ミ
演
習
な
り
卒

業
論
文
を
し
っ
か
り
課
す
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
経
験
が
「
学
び

続
け
る
教
員
」
を
育
て
る
こ
と

に
通
じ
る
。

"

い
わ
ゆ
る
「
実
習
公
害
」
の

是
正

・
実
習
生
の
教
職
に
対
す
る
意
思

と
自
覚
の
面
で
疑
問
を
感
ず
る

こ
と
も
度
々
あ
る
。「
審
議
の

ま
と
め
」
で
記
し
て
い
る
観
点

を
、
ぜ
ひ
実
現
可
能
な
制
度
と

し
て
具
体
化
し
、
実
習
前
の
学

生
の
質
保
証
を
図
る
必
要
が
あ

る
。

#

中
長
期
的
視
点
で
の
修
士
課

程
レ
ベ
ル
に
よ
る
教
員
養
成

・
現
状
で
は
修
士
課
程
を
義
務
化

す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
。

養
成
課
程
の
長
期
化
で
教
員
志

望
者
数
減
少
へ
の
懸
念
、
養
成

す
る
大
学
側
の
条
件
整
備
不
足
、

自
治
体
側
の
採
用
体
制
等
々
、

課
題
が
山
積
し
て
お
り
短
期
的

な
実
現
は
難
し
い
。
実
現
の
た

め
に
は
国
と
し
て
の
長
期
的
戦

略
と
相
応
の
財
政
支
出
が
必
須

条
件
と
な
る
。

$

中
長
期
的
視
点
で
の
教
員
免
許

制
度
の
見
直
し
（
免
許
状
名
は
仮

称
）

①
学
部
卒
業
者
に
は
基
礎
免
許
状

を
授
与

②
教
員
採
用
後
１
〜
２
年
の
実
務

と
研
修
を
経
た
者
に
は
一
般
免

許
状
を
授
与

③
学
部
に
続
く
修
士
課
程
修
了
者

に
は
一
般
免
許
状
を
授
与

④
一
定
の
教
職
経
験
を
有
す
る
教

員
で
、
大
学
院
レ
ベ
ル
で
の
研

修
修
了
者
に
は
専
門
免
許
状
を

授
与

※
こ
の
課
題
に
対
す
る
全
連
退
の

提
言
全
体
は
、
全
連
退
の
Ｈ
Ｐ

「
情
報
102
・
103
号
」
に
掲
載
し

て
い
る
。

●
「
小
中
連
携
、
一
貫
教
育
に
関

す
る
主
な
意
見
の
整
理
」

平
成
24
年
７
月
13
日
、
中
教
審

初
等
中
等
教
育
分
科
会
が
「
小
中

連
携
、
一
貫
教
育
に
関
す
る
主
な

意
見
の
整
理
」
に
つ
い
て
発
表
し

た
。
以
下
こ
の
意
見
の
「
ま
と
め
」

に
つ
い
て
の
み
、
そ
の
概
況
を
報

告
す
る
。

!

小
中
連
携
、
一
貫
教
育
に
つ

い
て
は
、
小
学
校
に
お
け
る
教

育
と
中
学
校
に
お
け
る
教
育
を

円
滑
に
接
続
す
る
た
め
、
全
国

の
学
校
、
市
町
村
が
独
自
に
取

り
組
み
を
進
め
て
き
て
お
り
、

現
行
制
度
の
下
で
も
各
学
校
や

市
町
村
の
特
色
あ
る
多
様
な
取

り
組
み
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。

"

小
・
中
学
校
間
の
連
携
を
よ

り
一
層
図
る
と
と
も
に
円
滑
な

接
続
を
確
保
し
て
い
け
る
よ
う

支
援
に
努
め
、
今
後
よ
り
多
く

の
小
・
中
学
校
に
お
い
て
小
中

連
携
、
一
貫
教
育
が
導
入
さ
れ

る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

#

学
校
及
び
関
係
者
の
努
力
に

よ
り
、
小
中
連
携
、
一
貫
教
育

を
推
進
す
る
全
国
の
小
・
中
学

校
が
活
性
化
し
、
教
育
内
容
や

指
導
方
法
の
充
実
が
図
ら
れ
る

こ
と
で
、
義
務
教
育
期
間
全
体

と
し
て
教
育
の
質
が
向
上
し
、

義
務
教
育
の
目
的
、
目
標
に
掲

げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
資
質
や

能
力
、
態
度
を
よ
り
一
層
養
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
期
待
す
る
。

※
新
た
な
学
校
制
度
と
し
て
、
９

年
間
の
義
務
教
育
学
校
制
度
の

創
設
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
討

議
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い

る
。
こ
の
課
題
に
対
す
る
全
連

退
の
提
言
は
、
全
連
退
の
Ｈ
Ｐ

「
情
報
106
号
」
に
掲
載
し
て
い
る
。

（
文
責
　
総
務
部
　
木
山
!
美
）
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